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湯測原町万葉公園
INOTEグループI

湯
河
原
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
活
か
し
た

衝
づ
く
り
が
本
格
化

温
泉
観
光
地

。
湯
河
原
は
、
Ｊ
Ｒ
湯
河
原

駅
か
ら
数
ｍ
先
に
あ
る
万
葉
公
園
を
起
点
に
、

県
道
ろ
号
線
沿
い
の
北
西

。
南
東
方
面
に
宿

泊
施
設
や
商
店
街
が
広
が
る

「温
泉
場
エ
リ

ア
」
を
中
核
と
し
、
静
泌
ｍ
な
大
人
の
癒
し
場

と
し
て
の
情
緒
を
い
ま
に
引
き
継
い
で
い
る
。

し

か

し

１

９

９

ｏ
年

の
ピ

ー

ク
時

約

８
５
０
万
人
い
た
観
光
客
は
２
ｏ
ｌ
５
年

に
は
約
３
１
０
万
人
に
ま
で
減
少
。
同
年
を

底
に
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な
ど
も
追

い
風
に
１９
年
は
約
４
Ｑ
Ｏ
万
人
と
緩
や
か

な
回
復
基
調
に
は
あ
る
と
は
い
え
、
湯
河
原

町
を
南
北
に
挟
む
熱
海
市
お
よ
び
小
田
原
市

が
旺
盛
な
民
間
投
資
が
相
次
ぎ
活
況
を
呈
し

て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
空
き
家
問
題
な
ど

を
抱
え
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
脱
し
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

な
再
生
を
目
指
す
べ
く
、
同
町
で
は
Ｍ
年
か

ら
温
泉
場
エ
リ
ア
の
街
づ
く
り
の
方
向
性
な

ど
に
つ
き
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

１７
年
に
は
温
泉
場
の
街
づ
く
リ
コ
ン
セ
プ
ト

を

「知
の
温
泉
場
」
と
定
め
、
町
立
湯
河
原

美
術
館
に
庭
園
に
面
し
た
テ
ラ
ス
カ
フ
ェ
を

新
設
し
た
ほ
か
湯
元
通
り
地
区
の
石
畳
化
や

民
間
修
景
支
援
な
ど
を
同
時
多
発
的
に
実
施

し
て
い
る
。

な
お
知
の
温
泉
場
と
は
、
「知
性
が
あ
る
こ

と
」
「大
人
で
あ
る
こ
と
」
を
意
図
し
た
も
の
。

伝
統
を
誇
る
温
泉
文
化
と
多
く
の
文
人
墨
客

に
愛
さ
れ
て
き
た
静
認
な
作
ま
い
は
、
他
の

温
泉
場
の
活
気
や
に
ぎ
わ
い
と
は
別
種
と
な

る
独
自
の
特
徴
と
位
置
づ
け
、
歴
史
的
建
造

物

・
空
き
家
の
再
生
、
公
共
施
設
の
民
間
活

用
、
回
遊
空
間
整
備
な
ど
を
通
じ
た
さ
ら
な

る
魅
力
づ
く
り
で
面
的
な
活
性
化
を
推
進
し

て
い
く
。

な
か
で
も
万
葉
公
園
の
再
整
備
事
業
は
、

首
都
圏
な
ど
か
ら
の
誘
客
の
ト
リ
ガ
ー
と
し

て
期
待
さ
れ
る
取
組
み
と
な
る
。
温
泉
場
エ

リ
ア
の

「顔
」
で
あ
り
な
が
ら
老
朽
化

・
陳

腐
化
が
進
み
、
地
域
や
観
光
客
に
と
っ
て
も

景
観
的

・
機
能
的
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い

同
公
園
を

「知
の
温
泉
場
に
お
け
る
屋
外
リ

ビ
ン
グ
＆
ガ
ー
デ
ン
」
と
し
て
再
生
さ
せ
、
街

歩
き
と
癒
し
の
拠
点
と
な
る
空
間

・
機
能
を

備

え
た
公
園

へ
と
進
化

さ
せ

る

べ
く
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
導
入
、
民
間
か
ら

の
提
案
募
集
に
至

っ
て
い
る
。

誘
客
ト
リ
ガ
ー
と
な
る

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
整
備

設
置

事
業

者

に
選
定

さ

れ
た

の
は
、

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
で
古
民
家

再
生
事
業
を
手
が
け
る
輸
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
を
代

表
企
業
と
す
る
グ
ル
ー
プ

（Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
・
設
計

事
務
所
岡
昇
平
、
小
野
建
設
ｍ
／
２ｏ
年
２
月
に
３
社

出
資
に
よ
る
湯
河
原
惣
研
爛
設
立
）。
公
募
対
象
公

園
施
設

（収
益
施
設
／
有
料
）
と
し
て
日
帰
り

温
泉
施
設
、
特
定
公
園
施
設

（非
収
益
施
設
／

無
料
）
と
し
て
公
園
の
園
路
沿
い
に
川
テ
ラ

ス
や
滝
テ
ラ
ス
、
岩
テ
ラ
ス
と
い
っ
た
地
形

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ラ
ス
が
整
備
さ
れ
、

全
体
で

「湯
河
原
惣
湯

”
８
″
”ａ

″
ｏ■
８
［」

と
し
て
２１
年
夏
に
オ
ー
プ

ン
す
る
計
画
だ

［図
表
１
～
５
］。

特
に
前
者
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
既
存

建
物
を
改
修
し
た

（温
泉
部
分
を
除
き
新
築
部
分

な
し
）
シ
ン
プ
ル
か
つ
ミ
ニ
マ
ル
な
空
間
の

な
か
で
森
を
感
じ
、
湯
で
緩
み
、
食
で
満
た

さ
れ
た
後
は
、
厳
選
さ
れ
た
本
に
没
頭
し
新

た
な
知
の
創
造
に
向
か
う
英
気
を
養
う
こ
と

ま
で
を
過
ご
し
方
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
、

温
浴
施
設
と
し
て
も
リ
ト
リ
ー
ト
施
設
と
し

て
も
類
例
を
見
な
い
も
の
と
な
る
。
入
浴
料

の
み
と
は
せ
ず
、
食
事
な
ど
も
オ
ー
ル
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
で
５
５
０
０
円
共
税
込
／
滞
在
時

間
４
～
５
時
間
を
想
定
）
と
い
う
価
格
設
定
は

お
そ
ら
く
国
内
最
高
水
準
に
あ
り
、
ま
た
２０

年
と
い
う
事
業
期
間
を
活
か
し
事
前
予
約
制

を
基
本
と
し
た
利
用
者
数
制
限

（
一
度
に
４０
人

程
度
）
を
設
け
て
ま
で
大
人
の
居
心
地
の
よ

さ
を
追
求
す
る
な
ど
、
湯
河
原
ら
し
さ
を
体

感
で
き
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

な
お

「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」
ブ
ラ
ン
ド

で
古
民
家
を
再
生
し
、
分
散
型
ホ
テ
ル
事
業

を
展
開
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
に
と

っ
て
温
泉
施
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設
は
初
の
取
組
み
と
な
る
が
、
「そ
の
土
地
の

歴
史

。
地
域
の
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で
次

世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
こ
そ
当
社
の
理
念
。
ホ

テ
ル
も
温
泉
施
設
も
あ
く
ま
で
手
段
に
す
ぎ

な
い
」
（Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
林
雄
二
郎

氏
）
と
い
う
。
宿
泊
施
設
や
カ
フ
ェ
、
伝
統

工
芸
の
体
験
工
房

な
ど
当
該

エ
リ
ア

に
相
乗
効
果
を
も

た
ら
し
、
あ
る
い

は
相
互
に
機
能
補

完
し
合
え
る
複
数

の

″居
場
所
〃
を

街
の
な
か
に
展
開

し
、
そ
れ
ら
を
お

客
が
自
由
に
巡
る

楽
し
み
を
創
出
す

る
こ
と
で
エ
リ
ア

の
魅
力
を
高
め
て

き
た
同
社
の
手
法

を
、
湯
河
原
に
も
落
と
し
込
む
ｃ

温
泉
場
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
推
進

・
実
働
部
隊
で
あ
る

「輸
癒

し
場

へ
」
（１７
年
６
月
設
立
）
の
執
行
役
員
に
し

て
、
旧
建
設
省
を
経
て
草
津
温
泉
で
ｌｏ
年
、
湯

河
原
で
も
足
掛
け
８
年
に
わ
た
り
街
づ
く

り

ｏ
地
域
活
性
化
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
中

西
佳
代
子
氏
も
、
「商
圏
・入
込
数
な
ど
足
元

の
数
字
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
環
境
で
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
見
抜
い
て
再

生

へ
向
け
取
り
組
む
姿
勢
は

一
般

の
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
な
ど
と
は
異
な
る
」
と
し

て

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
な
ら
で
は
の
手
腕
に
期
待
を
寄

せ
る

一
人
だ
が
、
「だ
か
ら
こ
そ
万
葉
公
園
と

温
泉
場
エ
リ
ア
内
の
店
舗

・
宿
泊
施
設

・
観

光
施
設
な
ど
と
の
連
携
強
化
を
支
援
し
て
い

き
た
い
」
構
え
。
温
泉
場
エ
リ
ア
に
不
足
し

て
い
た
外
湯
の
誕
生
に
よ
り
そ
ぞ
ろ
歩
き
が

楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
ま
た
日
中
あ

る
い
は
夕
食
後
寝
る
ま
で
の
ひ
と
と
き
に
旅

館
以
外
で
過
ご
せ
る
場

。
ア
ク
テ
イ
ビ
テ
イ

が
湯
河
原
に
あ
る
こ
と
は
、
過
去
相
当
期
間

に
わ
た
り
な
か
っ
た
、
未
経
験
の
ス
テ
ー
ジ

を
迎
え
る
こ
と
と
も
同
義
と
い
え
る
。

宿
泊
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
住
民
や
リ

ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
、
日
帰
り
客
や

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ー
カ
ー
な
ど
温
泉
場
に

集
う
誰
し
も
が
使
え
る
場
と
し
て
万
葉
公
園

が
い
か
に
機
能
し
、
新
た
な
人
の
流
れ
が
生

み
出
さ
れ
る
か
。

オ
ー
プ
ン
し
て
終
わ
り
で
は
な
い
、
湯
河

原
の
持
続
的
な
再
生
に
資
す
る
両
社
足
並
み

を
そ
ろ
え
た
街
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
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■図表1 万葉公園再整備事業全体図

公謀対象公国施設
::1-,, 'i:',:i

%

一ス一ラ一テ

街なみ環境整備事業 等

整備内容
:入口広場、 18観光会
熊野神社工 |,,′ (参
スタープ)、 着板、

答倫ェ体 :湯・:栞 町

整備内容 :7つのテラス
公衆 トイレ、鶴業、
照明 など

整綺主体 :湯河環聴研 (SPC)
(整備後、町へ譲渡)

ご

、

´
''~~2:壼■1菫五五壼.

公募対象公園施設

r・
・・・・・. Park・ PFl事 業
t....・・ 特定公園施癸 (非収益施設)

′
・ ヽ
.Park‐ PFI事 業

、 .´ 公基対象猥 施設 幅 施薇)

||■ | ●  :‐ . .― ■ .

神奈川県足柄下郡湯河原町宮上566

JR湯河原駅から車で5分

1955年 (万葉公園として使用開始)

1971年 (都市公園指定)

観光会館、足湯施設、郷土資料展示室、茶室など

6万℃′444人 (独歩の湯/2017年 )

④ :観光会館北側の駐車場のあるエリア

足湯施設「独歩の湯」と管理棟があるエリア

◎ :はたる小屋 (飼育小屋)のあるエリア

※3エリアのうち2つを選択し、町民や観光客が

万葉公園の自然と湯河原温泉の落ち着いた雰囲

気に包まれながら心身をくつろぐことのできる空間

を創出する

NOTEグループ

閉NOTE、 設計事務所岡昇平、小野建設鞣)

公園全体1万 9500面

2021年 4月 ～2041年 3月

■図表4 公募対象公園施設の概要

約490M

約2.5%(公 園全体で約5%)

RC造・地上2階建て、本造平屋建て

約610市

日帰り温浴施設 (リトリート施設)

10時 ～ 22時 (予定)

2:万4′000人 (平日50人・体日100人のイメージ)

1億 3.000万円

3億 5′ 000万 円

■図表5 特定公園施設の概要

7つのテラス、公衆トイレ、舗装、照明なと

9割負担

■図表2 公園概要

■図表3 事業概要
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